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Agenda

 ハードウェアの進化

 インターネットの衝撃とCloudの誕生

 CloudとCloud Device

 広がるAndroidの世界

 進行中のメディアの変化



ハードウェアの進化
高集積化・高機能化

IT技術の変化を、もっとも深いところで規定し
ているのは、ムーアの法則による、半導体の
集積度の絶えざる上昇と高機能化である。近
年のマルチコア化を中心とする変化には、目
覚ましいものがある。



Nehalem-EX 8 cores (Intel)



Power 7 8 cores (IBM)

45ナノメートル（nm）プロセス
トランジスタ数は12億個
同時に4スレッドの処理が可能なコアを8個搭載
POWER6の4倍に当たる32スレッドを同時に処理
プロセッサ上に32MバイトのeDRAMを、
POWER6の3次キャッシュよりもアクセスタイムと
エネルギー効率を向上させた。

クロックスピード 3.0 - 4.14 GHz
最大 517.1 GFLOPS （モジュール当り）
最大 258.6 GFLOPS （チップ当り）
最大 32.3 GFLOPS （コア当り）



Magny-Cours 12 cores (AMD) 



Rainbow Falls  16 cores (Sun)

16 core
256 thread

http://www.hotchips.org/archives/hc21/



Single-chip Cloud Computer
(48 cores Intel)

 一つのタイル(tile)につき
二つのIAコアを持つ24

個のタイルから構成され
る。48コア

 セクション間双方向
256GB/secの帯域を持
つ、24個のrouter 
mesh network

 4つの統合されたDDR3
コントローラ。64GB

http://techresearch.intel.com/articles/Tera-Scale/1826.htm



Blue Water （NCSA 2011）

 10 petaflop system

 38,900 eight-core Power7

 620TB of memory

 5PB/s of memory bandwidth

 1.30PB/s interconnect to link

 26PB of storage



ハードウェアの進化
コモディティ化

ムーアの法則は、また、高機能なハードウェア
の劇的な価格低下をもたらす。こうして、一昔
前のスーパー・コンピュータに匹敵する能力を
持つ、携帯電話が、「世界で最も、ありふれた
もの」になる。半導体ばかりでなく、ディスクの
価格低下も目覚ましいものがある。



CRAY-1    Memory     4M    CPU    80MHz   500万$
Android   Memory  192M    CPU  528MHz   178$

2008年 1975年

５０億人がCRAYを持つ時代



10年前

Memory 1G x 8
87,589,200円

Disk  1T
61,256,000円

Backend  3T
16,966,000円

CPU  400MHz x 8

1999年 wakhokシステム

カタログ価格



Pavilion Desktop PC HP

 Intel Core i7 920 2.66GHz 4コア

 12GBメモリー

 1.5TB HDD

 BD

 GeForce GTX260
Shader Processor 260個

¥102,900 



ハードウェアの進化
クラウド・コンピュータのエンジン

ハードウェアの高集積化・高機能化の一つの
典型を、クラウド・コンピュータのエンジンに見
ることができる。ここでは、マイクロソフト社のク
ラウドAzureのエンジンの一部を紹介しよう。







Googleのクラウド・データセンタ内部



http://www.sgi.co.jp/products/dc/col-right/inquiry/
__icsFiles/afieldfile/2009/09/15/IceCube.pdf

http://www.sgi.co.jp/products/dc/col-right/inquiry/
http://www.sgi.co.jp/products/dc/col-right/inquiry/
http://www.sgi.co.jp/products/dc/col-right/inquiry/
http://www.sgi.co.jp/products/dc/col-right/inquiry/


Microsoftの第四世代データセンタ構想



Microsoftの第四世代データセンタ構想



IT技術とインターネットの衝撃

インターネットの爆発という最初の一撃は、IT
技術の進化の方向を基本的に規定した。

同時に、そこから生み出される無数のweb
サーバ、webブラウザの群れは、IT技術の
「環境」として、技術の進化を規定している。



エンタープライズ・システムへの
インターネットの影響

 Jave EE / Web アプリケーション
汎用クライアントとしてのWeb Browser

 Webサービス
汎用サーバとしてのWebサーバ

 XML
プラットフォームに依存しないデータ形式

 SOA
ネットワークを通じて提供されるサービス

 REST
ネットワーク上のリソースという概念



ネットワークへの個人の登場

 ネットワークへの個人の登場とともに、ネットワ
ーク上の情報は、増大を続けることになる。

 増大するネットワーク上のホームページの情報
に、いかに効率的にアクセスをするか、それが
Webの第一世代の問題意識。

 個人と個人が情報を共有し、あるいは、個人と
個人がコミュニケーションをするという、Blog, 
Youtube,Flickr,Facebook,Twitterなどの新
しいソーシャル・メディアの登場は、新たな情報
爆発をもたらした。Web第二世代。



2005年

2004年

Cloud概念の登場

新しいネットワーク・メディアの
「予感」としてのWeb2.0



Webスケールとクラウドの成立

クラウドの推進力となったのは、インターネット
上での、「Webスケール」のコミュニケーション
である。インターネット・クラウドは、すべてのク
ラウドの母胎となった。



個人と個人の、コミュニケーションと情報共有

情報の湧き出し口としての個人（＋マシン）



個人と個人の、コミュニケーションと情報共有

情報の湧き出し口としての個人（＋マシン）

Long Tailと情報爆発の可能性

論理的に可能な経路 N=n(n-3)/2

n=10,000  N=50,000,000



実装のスタイル Server Centric P2P



サーバの巨大化とクラウド・デバイスの登場

インターネット
クラウド

モバイル・ブロードバンド化へ

50億ノードへ！



Twitterへのユニークビジター数の推
移（米国：2008年1月～2009年3月）



「Webスケール」という概念

 「Webスケール」は、インターネットのグローバ
ルな展開が初めて可能にした概念で、量的に
は、それまでの基準と比べると桁違いに多数
で、かつ、質的には、その数が絶え間なく増大
しうるものである。

 例

 Google 世界中のネット上の情報

 eBay 8,830万人のユーザ 20億PV/日

 Facebook 4億人のユーザ



「Webスケール」のシステムへの影響

 ビジネスの拡大につれて、システムの拡大と
いうシステムの変更が日常化する。Scale-
out アーキテクチャ

 3-TierモデルでのScale-outの限界。多重化
を許さないデータベース層が、システム全体
のボトルネックになる。Key/Value

 単なるWebスケールに収まらない処理があり
うる。WebスケールのN個のデータとWebス
ケールのM個のデータをつき合わせる必要が
ある処理が生まれてくる。MapReduce



クラウドとクラウド・デバイス
新しいネットワーク・メディアの時代へ

世界の携帯は、50億を超えようとしている。

携帯からのインターネットへのアクセスは、急
増しており、モバイル・ブロードバンドの普及
は、トラフィックの爆発的な増大を引き起こそう
としている。



世界のメディア普及率 1998-2009

携帯電話

インターネット
固定電話

モバイルブロードバンド

固定ブロードバンド

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
も
の

クラウド・デバイス



世界の携帯電話加入数、2010年に
50億件へ

 2009年 携帯電話 46億 50億

 2009年 モバイルブロードバンド 6億 10億

 「特に2010年は、携帯電話でインターネットに
アクセスする人が増え、携帯電話サービスが急
速に伸び続けると確信している。」

ハマドーン・トゥーレITU事務総長
バルセロナMobile World Congress 2010

 モバイルからのWebアクセスが、5年以内にデ
スクトップPCからのWebアクセスを追い越す。



mixiでの携帯アクセスの増加

http://bit.ly/1I8Wbd



iPhoneで、AT&Tのトラフィック
3年で50倍に

http://bit.ly/1I8Wbd



広がるAndroidの世界



今から3年前
2007年6月 iPhone発売



今から一年半前、2008年11月
初めてのAndroid携帯 GPhone



今から一年前、2009年7月
日本初のAndroid携帯 HT-03A



Androidの特徴

 オープン・ソース！

 携帯の世界では初めて

 開発にかかる初期投資を軽減し、開発期間を短縮

 この分野への新規参入を容易にし、イノベーション
を加速する

 Cloudとの連携

 組込み機器への応用が可能

 アプリケーション開発の容易さ



この二年足らずの間に、驚くほど、
Androidの世界は拡大を続けます



現在、世界には、60種類以上の
Android端末が



社に
OEM提供

ヶ国で
利用され

のキャリアが
採用



アメリカでは、今年3月に、
トラフィック数で、iPhoneに追いつき

iPhone

Android



2010年、第一四半期、
販売台数で、iPhoneを抜く



毎日、100,000人
以上の新規加入者



Android

iPhone

アメリカでの利用は、
第一位に





2010年春日本、
全キャリアが、Android端末市場投入



2010年春日本、
全キャリアが、Android端末市場投入



2010年春日本、
全キャリアが、Android端末市場投入



現在、Androidアプリは、5万本
を超えて、増え続けている。



携帯からの検索は、この二年間
で、5倍に成長。



今年の秋・冬には、何が？

 各キャリアが、Android新端末の発売を準備

 各端末メーカが、Android端末を準備中

 多くの家電メーカが、Android組み込みの家
電製品を構想中

今年の春を上回る、
空前のAndroidの爆発が起きる



コミュニケーションと情報の共有
進行中のメディアの変化

20世紀に発達したメディアたちは、今、大きな
変化にさらされている。旧来のメディアは、統合
された新しいネットワーク・メディアに、急速に
変化しようとしている。

こうした変化を貫いているのは、我々のコミュニ
ケーションと情報共有への強い志向である。



20世紀初めのニュー・メディア達



20世紀初めのニュー・メディア達



Apple Cloud？

 ノースカロライナ州に、巨大データセンタ建設
中。ひとつの建物で50万平方フィート(約4万
6500平方メートル)という、世界最大級のデ
ータセンター。これまでのAppleが所有してい
たデータセンターの5倍の大きさ。（日立横浜
10,782㎡、富士通館林23,000㎡）

 Appleが、データセンタの為にノースカロライ
ナに取得した用地は、225平方キロ。

Googleが、2005年以降、データセンタの為に取得した土地は、
1,500平方キロ！ MSは、50万規模x2,70万規模x2！



Google Voiceのインパクト

 Skypeが、電話網の外部に、独自のP2Pの世
界を構築したのに対し、Voiceは、既存の電話
網との共存を前提としたシステム。

 企業ユーザであれば、社内のPBXが、Google
のクラウド上で動くようなものと思っていい。

 しかし、見方を変えれば、キャリアが握ってい
た通信のハブの位置をGoogleが占める過渡
の時代が始まるかもしれない。

 音声のテキストへの自動変換



Google TV

 5月20日、Google I/Oで発表。テレビの最良の
部分とウェブの最良の部分を融合するという。

 ユーザーは、「Google Search」を利用してウェ
ブからビデオを検索したり、YouTubeの動画をフ
ルスクリーンで視聴したりができるようになる。

 最初のパートナーは、ソニー、Dish Network、
Logitech、Intel。

 製品提供は、2010年秋から。



Microsoft
3 Screens + 1 Cloud



Microsoft
3 Screens + 1 Cloud

Windows Phone7 Xbox 360



SONY



音楽市場

 米国の音楽市場は、約100億ドル規模であり、
書籍市場よりも小さいが、オンライン化は既に
1/3を超えている。

 2009年前半の米国の音楽市場におけるオン
ライン販売比率は、全体の35%（これに対して
CDは65%）と、2007年の20%から急上昇し
ている。

 オンライン販売は、2010年までにCDの売上
げを抜き去るであろう。



書籍の電子化の動き

 eBook

Amazon Kindle B&N nook Apple iPad



クラウドとクラウド・デバイス
新しいパーソナル・メディアの登場

 20世紀の初頭を、電力ネットワークの形成と、
さまざまな新しいメディアが登場した時期と特
徴づけることができる。（Multi-Media）

 20世紀はまた、ラジオやテレビといった、ネッ
トワーク・メディアがマス・メディアとして発展し
た時代である。

 21世紀初頭は、グローバルなインターネット
の発展とさまざまなメディアのネットワーク上で
統合の進展と特徴づけうる。(Uni-Media)

 21世紀は、パーソナル・メディアの時代。



コミュニケーションと情報共有
IT技術を動かすドライビング・フォース

 IT技術の世界は、我々の日常の生活の一部
に溶け込み、今後とも拡大を続けるであろう。

 IT技術の革新の動きは、クラウドとクラウド・
デバイスを中軸とする、メディアのネットワーク
化の中で、さらに活発化する。

 それを突き動かしているのは、コミュニケーシ
ョンと情報共有への強い志向である。

 エンタープライズのIT技術も、そうした動きの
強い影響を受けるであろう。




